
 
皆様、お元気ですか？ 残暑がきびしいですね。（８月２９日現在）私は「夏は平和

について考える」と決めてます。本を読んだり、戦争展などを見に行ったり、テレビも

番組を選んで、身体の細胞のひとつひとつに「殺してはいけない」「殺されてもいけな

い」「戦争は絶対にいけない」と刻み込みます。戦争を知らない世代の夏休みの宿題で

す。 

参院選をふりかえる 

選挙は自民・公明の大敗で終わりました。共産党は議席を減らしましたが、大企業か

らひも付きのお金をもらっていない共産党にしかできない大きな仕事があります。平和

を無傷で子どもたちに手渡すためには憲法９条を守り抜くことが絶対です。マスコミが

『自民か民主か？』しか言わない中ではありますが、これからも訴え続けます。 
今回の結果は、国民が、『今とっても生きづらいのは、個人の努力不足ではなくて政

治が悪いのではないか？そして一票という武器を使って私たちはこれを変えられる！』

ということに、気づき始めた、大切な一歩であったのではないかと思います。 
自民党、公明党は大敗し、これからは、強行採決の嵐にはなり得ないでしょう。国民

のための国会になっているかどうか、注意深くみて、声をあげていきましょう。国民は

自衛隊に監視されていたことが赤旗の報

道で明らかになりましたが、とんでもな

い話です。私たち国民が政治を監視する

のが民主主義です。まずは数々の法案に

対し、自分の応援した党や議員が、採決

でどういう態度をとっているか、確認す

ることをしませんか？ちょっと大変です

けど、縁あって、“国民主権の日本”に

居合わせたのですから。 

バス…経過が知りたい、意見が言いたい 

８月７日夜、久々に下庄集会所で『福沢みゆきと市政を語る会』をさせていただきま

した。バスの経過が知りたい、意見が言いたい、との皆さんの声に押されての開催です。

『稲刈り前にやった方がよいのでは？』の声で慌てて取り組みました。案内のチラシも

配りきれず、急遽、宣伝カーでお知らせをして回りました。たくさんの方に足を運んで

いただきました。 
身近なバスの問題やタクシー券のことなど、どんどん意見が出されました。ルートや

バス停などは地元でないと解らない問題がたくさんあります。様々な問題に対して、私

や服部こうき議員が答えました。後日、それぞれの担当部に皆さんの声を届けました。 

地元の声がバスの会議で報告される 

８月２８日、バスの会議（地域公共交通会議）が開かれました。関と亀山を結ぶ西部

地域 Aルートの検討が終了し、東部・南部地域ルートの検討に入っています。ここで地
元の声として市政を語る会に参加された皆さんの意見も報告されました。 
『検討以前に地域から声があがってくるということは、街づくりの活性化という意味

でも喜ばしいことである。』といった委員長のコメントがありました。そして次回の会

議で地元の意見が検討されることとなりました。 
この会議には、市民の意見をできるだけ反映させてみんなが乗りやすいバスを作ろう、

という姿勢があります。例えば、６月に西部地域Aルートの事業計画案に対する市民の
意見を募集した時に『回送バスに人を乗せてはどうか？』という意見に対し、ていねい

に検討がなされ、一本だけ可能な便があったので乗車できることとなりました。 

バス会議は住民の声を求めている 

市は「市民の声を新たに聞く必要はない、実験バスや営業路線バス、予約制送迎サー

ビスの利用状況で把握している」との立場をとっていましたが、この会議は「地域の具

体的な要望、声を集約すること」を求めています。そのためにも、会議内容の公開を、

インターネットのみでなく活字の形でされるよう要望しました。傍聴に行きやすいよう

会議の日を早く決めることも重要です。 
全国には、バスを走らせたはいいが、ふたを開ければ閑古鳥が鳴いている、と言う実

例も多いそうです。私たちの税金で私たちが走らせるバス。どうすればみんなが利用し

やすいバスになるか、勝負どころです。他人任せにせず、どれだけ市民が、自治会が、

コミュニティが、関心を寄せ、知恵を絞るかにかかっているように思います。 
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３日 本会議（開会） １８日 教育民生委員会

１１日 本会議（議案質疑）１９日 総務委員会

１２，１３日 本会議（一般質問 ２０，２１日 決算特別委員会

１４日 産業建設委員会 ２６日 本会議（閉会）

9月議会の日程

１日 地域交通公共会議傍聴 １日 共産党後援会

２日 廃棄物ネットワーク会議 ２日 ミルフィーユ

３日 子ども劇場例会 ３、４日 街頭宣伝

４日 本会議 ５日 街頭宣伝　新婦人会議　生活相談

７日 党市議団会議 ６日 ミルフィーユコンサート

８日 地域相談活動 ７日 ミルフィーユコンサート　廃棄物ネットワーク

９日 吉田工業見学会　コミュニティ会議 ８日 消防団大会　給食の会

１１～１３日本会議 ９日 ミルフィーユコンサート

１４日 産建委員会傍聴 １０日 地域公共交通会議　街頭宣伝

１５日 教育民生委員会　党会議 １１日 党会議　県庁で調査活動　党会議

１６日 平和大行進 １７日 調査活動

２０日 昼生地区防犯懇談会　地区子ども会 １８日 中学校懇談会

１８日 総務委員会　傍聴 １９日 小学校懇談会

２０日 本会議 ２３日 調査活動

２１日 街頭宣伝　中学校参観 ２４日 党会議

２３日 教育を語り合う会　街頭宣伝 ２５～２６日教民委員会視察（香川県　兵庫県）

２５日 中学校地区集会 ２９日 地区草刈り

２６日 県申し入れ　コミュニティ会議 ３１日 党会議

２７日 昼生地区子どもを守る運動　会議 ２３日
議運傍聴　自治会連合会支部長との懇談
会

３０日
ファミリーサポート会合　小学校地区集
会

６月 ７月

あしあとの記　１月　２月

吉田工業問題 

昼生地区に吉田工業という廃棄物処理施設があります。５月２３日、県四日市農林商

工環境事務所が大気汚染防止法に基づき、同工場に立ち入り検査をしたところ、ばい煙

と塩化水素について、国の排出基準を上回る値が検出され６月６日に改善勧告がだされ

ました。（同社は改善がなされるまで操業を停止していました。） 
去年の火事の時も、その後の何度かの炉の故障についても地元住民に十分な説明も謝

罪もありません。そればかりか同地区の現在資材置き場として利用している場所に新た

な施設建設計画があるようです。（その計画書は市に提出されましたが、市としては『地

元の理解、同意を得るまでは保留』という対応をしています。） 
新しい施設の説明会を開催するべきだ、という声も聞きますが、私は現状でも住民が

不安な気持ちでいるのに、その気持ちを抱えたまま、さらに新しい施設を建設するなん

てとんでもない、まずは今の施設をなんとかしてよ、と考えます。 
吉田工業が新炉を導入してから３年の間に今回のことを含めて、火災や炉の故障など、

続けてトラブルを起こしていることや、廃棄物の保管状況に対して、６月２６日に県の

関係部局に指導を徹底するように申し入れをしました。 

党県会議員 はぎわらさんが吉田工業を視察 

８月２５日党県会議員のは

ぎわら量吉さんが視察に入り

ました。時間の都合上外回り

からだけですが廃棄物の保管

の状況など熱心に見ていかれ

ました。はぎわらさんには県

への申し入れの時にも同席し

ていただいています。 
環境・資源、廃棄物問題研

究家の岩佐恵美氏はこういっ

ています。『産廃の処理施設

問題をめぐって、住民の中からも“産廃はどこかで処理しなければならないのだから施

設の建設反対をいうのは「住民エゴ」ではないのか”“だれかが我慢しなければならな

いのでは？”など疑問の声が出されることがよくあります。しかし企業の活動にともな

って発生する産廃については、企業自らが①廃棄物を出さないようにする、②有害物は

排出しない、③安全に処理しなければならない、という責任を負っているのです。産廃

問題は法律でも明記されているように、企業自らの責任で解決すべきことなのです。住

民が企業の諸事情を配慮して、その負担を背負い込むことはないのです。』と。私も学

習を重ね、みなさんと情報を共有し一番良い方法は何なのか考えていきたいと思ってい

ます。 

拝啓 教育委員会さま 学校給食に関して 

１２月と３月の議会で中学校給食について質問してきました。しかし、納得できる答

弁が得られませんでした。一方、６月には学校給食検討委員会が市教育委員会に対し、

「中学校給食はデリバリー方式で」という内容の意見書を提出しました。 
６月議会では基本に戻って、「そもそも学校給食で何を教育するのか」を質しました。

しかし、「早寝早起き朝ご飯」とか「スナック菓子を食べることが問題」など家庭での

食育に言及するのみで学校教育としてどう考えているのか納得できる答弁が得られませ

んでした。また、デリバリー方式、センター方式、自校方式、それぞれのメリット、デ

メリットについても質しましたが、かいつまんだ簡単な答弁のみでした。 
給食問題を考えるなら

ば、まず学習するであろ

う基本的な質問に対して

も、まともに答弁できな

いまま（わざと答えない

のか？）学校給食につ

いて決定していくのは

不誠実です。学校給食

検討委員会のスケジュ

ールや内容を議会や情

報公開でチェックして

きましたが、意見書の

ため委員が議論する時

間はあまりにも短い。

こどもたちの心と体、

命に直結する給食、し

っかり学習しまじめに

取り組んでほしいと思



います。 
   


